
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱 

 

第
一　

地
域
再
生
計
画
の
記
載
事
項
の
拡
充

地
域
再
生
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
事
業
で
、
特
定
業
務
施
設
の
従
業
員
の
福
利
厚
生
施
設
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
又

は
当
該
従
業
員
の
児
童
に
係
る
児
童
福
祉
施
設
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
（
第
三
に
お
い
て
「
特
定
業
務
児
童
福 

祉
施
設
」
と
い
う
。
）
を
整
備
す
る
事
業
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　

（
第
五
条
第
四
項
第
五
号
関
係
）

 

第
二　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
交
付
金
を
充
て
て
行
う
事
業
に
係
る
地
方
債
の
特
例

認
定
地
方
公
共
団
体
が
、
認
定
地
域
再
生
計
画
に
記
載
さ
れ
た
第
五
条
第
四
項
第
一
号
（
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に

規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
交
付
金
を
充
て
て
行
う
も
の
に
係
る
施
設
で
あ
っ
て
、
地
方
自
治
法

に
規
定
す
る
公
の
施
設
で
あ
る
も
の
（
同
法
に
規
定
す
る
条
例
で
当
該
公
の
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
管
理
に
関
す
る
事
項
が

定
め
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
整
備
に
関
す
る
助
成
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
助
成
に

要
す
る
経
費
で
あ
っ
て
地
方
財
政
法
第
五
条
各
号
に
規
定
す
る
経
費
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
は
、
同
条
第
五
号
に 

規
定
す
る
経
費
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
三
条
の
二
関
係
）



 
第
三　

認
定
事
業
者
に
対
す
る
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置

認
定
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画
に
従
っ
て
特
定
業
務
施
設
を
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
認
定
事
業

者
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
、
特
定
業
務
施
設
に
係
る
特
定
業
務
児
童
福
祉
施
設
の
用
に
供
す
る
建
物
等
に
対
す
る
地 

方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
を
し
た
場
合
に
お
け
る
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
七
条
の
六
関
係
）

 

第
四　

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
記
載
事
項
の
追
加
等

一　

地
域
再
生
協
議
会
は
、
第
十
七
条
の
三
十
六
第
一
項
の
協
議
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
構
成

員
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
当
該
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
の
当
初
の
整
備
を
し
た
も
の
に
対
し
、
資
料
の
提
供
等
の
必
要

な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
る
よ
う
努
め
る
も 

の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
三
項
関
係
）

二　

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
事
項
と
し
て
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
者
へ
の

情
報
の
提
供
、
便
宜
の
供
与
そ
の
他
の
当
該
移
住
を
希
望
す
る
者
の
来
訪
及
び
滞
在
を
促
進
す
る
た
め
に
認
定
市
町
村
が 

講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
四
項
第
六
号
関
係
）

三　

住
居
専
用
地
域
建
築
物
整
備
促
進
事
業
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
講
ず
る
住
居
専
用
地
域
の
指
定
の
目
的
に
適
合
さ
せ



る
た
め
に
必
要
な
措
置
の
内
容
が
定
ま
っ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生

事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
期
日
等
を
公
告
し
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
か

つ
、
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
第

十
七
条
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

 

定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
同
条
第
十
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
一
号
、
第
七
項
及
び
第
八
項
並
び
に
第
十
七
条
の
四
十
第
二
項
関
係
）

四　

特
定
区
域
住
宅
用
途
変
更
特
定
建
築
物
整
備
促
進
事
業
（
診
療
所
等
の
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
の
住
民
の
日
常
生
活

に
必
要
な
施
設
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
住
民
の
日
常
生
活
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
（
六
に
お
い
て
「
特
定
施
設
」
と
い
う
。
）
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
以
下
「
特
定
建
築
物
」
と
い
う
。
）
の

整
備
が
必
要
と
さ
れ
る
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
内
の
区
域
（
以
下
「
特
定
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
住
宅
で
あ

る
建
築
物
の
用
途
を
住
宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
必
要
な
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
建
築
物
を
特
定
建
築
物

と
す
る
こ
と
（
当
該
変
更
に
よ
り
当
該
特
定
建
築
物
が
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
七
項
の
規
定

に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
限
る
。
）
を
促
進
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
認
定
市
町
村
が
行
う
も
の
を
い
う
。
）
に



関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
公
告
及
び
縦
覧
を
経
て
当
該
事

項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
特
定
区
域
内
の
建
築
物
の

部
分
に
つ
い
て
、
住
宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
、
か
つ
、
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障

が
な
い
と
特
定
行
政
庁
が
認
め
る
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法
第
五
十
二
条
第
六
項
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
も
の 

と
す
る
こ
と
。
（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
五
号
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
十
七
条
の
四
十
三
関
係
）

五　

特
定
区
域
学
校
用
途
変
更
特
定
建
築
物
整
備
促
進
事
業
（
特
定
区
域
に
お
い
て
、
学
校
で
あ
る
建
築
物
の
用
途
を
住
宅

団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
必
要
な
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
建
築
物
を
特
定
建
築
物
と
す
る
こ
と
（
当
該
変
更

に
よ
り
当
該
特
定
建
築
物
が
建
築
基
準
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
限
る
。
）
を

促
進
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
認
定
市
町
村
が
行
う
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に

記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
公
告
及
び
縦
覧
を
経
て
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画

が
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
特
定
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
住
宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
や
む
を

得
ず
、
か
つ
、
低
層
住
宅
に
係
る
良
好
な
住
居
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
特
定
行
政
庁
が
認
め
る
場
合
に
は
、

建
築
基
準
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
六
号
、
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
並
び
に
第
十
七
条
の
四
十
四
関
係
）

六　

特
定
区
域
学
校
用
途
変
更
特
定
施
設
運
営
事
業
（
特
定
区
域
に
お
い
て
、
特
定
建
築
物
（
学
校
で
あ
る
建
築
物
の
用
途

を
住
宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
必
要
な
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定
市
町

村
に
お
け
る
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
普
通
財
産
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
設
け
ら
れ
た
特
定
施
設
を
運
営
す
る
事
業

で
あ
っ
て
、
地
域
再
生
推
進
法
人
（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
に
限
る
。
八
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
も
の
を
い
う
。

）
に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
地
域
再
生
推
進
法
人
は
、
当
該
事
項
に
係
る

特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
域
再
生
推
進
法
人

は
、
当
該
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
並
び
に
そ
の
周
辺
の
地
域
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
建
築
物
及
び
そ
の
敷
地
の
使
用

 

に
伴
い
必
要
と
な
る
当
該
地
域
の
環
境
の
維
持
等
を
図
る
た
め
の
措
置
を
併
せ
て
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
七
号
及
び
第
十
七
条
の
四
十
五
関
係
）

七　

特
定
区
域
都
市
公
園
活
用
生
活
利
便
確
保
事
業
（
特
定
区
域
内
の
都
市
公
園
に
お
い
て
、
日
用
品
に
係
る
露
店
等
の
住

宅
団
地
再
生
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
事
業
を
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団



地
再
生
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
当
該
都
市
公
園
の
公
園
管
理
者
の
同
意
を
得
て
当
該
事
項
が

記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
実
施
主
体
か
ら
当
該
事
項
に
係

る
都
市
公
園
の
占
用
に
つ
い
て
都
市
公
園
法
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
市
公
園
の
公
園
管
理
者

は
、
同
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
占
用
が
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
限
り
、
当
該
許
可
を

与
え
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
実
施
主
体
は
、
当
該
施
設
の
設
置
場
所
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
の
設
置
に
伴
い
必
要
と
な
る
当
該
地
域
の
環
境
の
維
持
等
を
図
る
た
め
の
措
置
を
併
せ
て
講
ず
る
も
の
と 

す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
八
号
及
び
第
十
六
項
並
び
に
第
十
七
条
の
四
十
六
関
係
）

八　

住
宅
団
地
再
生
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
に
お
い
て
認
定
市
町
村
又
は
地
域
再
生
推
進
法
人

が
行
う
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
交
通
手
段
の
確
保
を
図
る
た
め
の
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
で
あ
っ
て
、
そ
の
路
線
又

は
運
送
の
区
域
が
当
該
地
域
住
宅
団
地
再
生
区
域
内
に
存
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
を
地
域
住
宅
団
地
再
生

事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
同
意
を
得
て
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
地
域
住
宅

団
地
再
生
事
業
計
画
が
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
項
に
係
る
実
施
主
体
は
、
道
路
運
送
法
の
登
録
若
し
く
は
変
更
登

 

録
を
受
け
、
又
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と
。



 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
十
六
号
及
び
第
二
十
七
項
並
び
に
第
十
七
条
の
五
十
三
関
係
）

九　

認
定
市
町
村
は
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
第
十
七
条
の
三
十
六
第
五
項
第
七
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
（
当
該
事
項
に
係
る
実
施
主
体
が
認
定
市
町
村
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該

 

事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
事
項
に
係
る
実
施
主
体
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
六
第
十
五
項
関
係
）

十　

地
域
再
生
推
進
法
人
は
、
認
定
市
町
村
に
対
し
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
作
成
又
は
変
更
の
提
案
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
認
定
市
町
村
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
提
案
を
踏
ま
え
た
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
の
作
成

 

又
は
変
更
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
十
七
条
の
三
十
七
か
ら
第
十
七
条
の
三
十
九
ま
で
関
係
）

 

第
五　

附
則

一　

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る 

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
附
則
第
一
条
関
係
） 

二　

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　

（
附
則
第
二
条
関
係
）



三　

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
地
域
再
生
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検 

討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　

（
附
則
第
三
条
関
係
） 

四　

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
附
則
第
四
条
及
び
第
五
条
関
係
）

 


